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鹿児島県水産技術開発センター

１ 八代海で発生した有害赤潮

H29 H30

年度 発生日 終息日 期間 赤潮生物種名 場所 細胞密度（cells/mL） 被害の有無

H29 7/24 7/28 5日 Karenia mikimotoi 長島町周辺 15,000 なし

H29 8/28 9/7 11日 Chattonella antiqua 八代海全域 533 なし

H30 6/23 6/24 2日
Cochlodinium polykrikoides ,
Mesodinium rubrum

長島町獅子島柏栗～幣串地先 1,000/3,000 なし

H30 8/23 9/5 14日 Chattonella antiqua 八代海全域 1,235 なし

Karenia mikimotoi (7/24-28)

Chattonella antiqua (8/28-9/7)
Chattonella antiqua (8/23-9/5)

Cochlodinium polykrikoides,
Mesodinium rubrum (6/23-6/24)
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２ H29年八代海で発生したシャットネラ赤潮の発生要因
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３ 赤潮防除剤（活性粘土）の改良

③ 赤潮防除剤の改良
入来モンモリに焼ミョウバン（強酸性でアルミニウムを含有する物質)を添加
し、ｐＨを低下させ、アルミニウムイオンの溶出を促進

・アルミニウムイオンの濃度を高め赤潮防除効果を向上
・改良型粘土が魚介類に与える影響について評価
・実赤潮海域での現場実証試験の実施
→改良型粘土の効果，経済性及び安全性について検証
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粘土単体 改良粘土(粘土＋焼ミョウバン）

Chattonella antiqua 3,000～8,000 1,000＋100

Chattonella marina 1,000～2,000 1,000＋100

Heterosigma akashiwo 5,000～6,000 1,000＋100

Karenia mikimotoi 2,000～4,000 1,000＋100

Pseudochattonella verruculosa 2,000以上 1,000＋150
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